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好き嫌いは人の心にある 
「合わない」「苦手」という思いはその物に 
あるわけではなく、自分がそう決めているだけ。 

世界の絶景のなかでもトップクラスに有名なあのスポッ

トが、実は日本にもあった。どこまでも澄んだ海面が水鏡

のようになり、空を美しく反射する・・・。

ボリビアのウユニ塩湖のような写真が撮れるのは、香川県

西部.荘内半島の根本にある約 1 ㎞のロングビーチ・父母

ヶ浜だ。撮れる条件は、干潮時に風がなく水面が波立たな

いこと。遠浅の砂浜にできる潮

だまりが鏡のようになり、絶景

写真を撮れる。夕陽をバックに

した人物の写真撮影も人気です。
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